

[image: Oracle Corporation]





Oracle® Fusion Middleware

Oracle JDeveloperのインストール

12c (12.1.3)

E56240-03(原本部品番号:E48738-03)

2015年1月

ここでは、様々なオペレーティング・システムでのOracle JDeveloper Studio (12.1.3)のインストール方法について説明します。




Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperのインストール, 12c (12.1.3)

E56240-03

Copyright © 2013, 2015 Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本著者: Hannah Cheng

原本協力著者:  Peter Laquerre、Rekha M.Kamath、Brian Fry、Jacob Danner、Dominique Poudret

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。


このドキュメントの情報は、情報共有の目的のみに使用され、顧客諮問委員会の会員の立場で考慮されるか、ベータ・トライアル版契約のみに準じる必要があります。資料、規約または機能性を配信する義務はなく、購買決定に依存すべきではないものとします。このドキュメントに記載されている開発、リリース、およびすべての機能または機能性の時期は、オラクル社の独自の判断に従うものとします。

このドキュメントは、ソフトウェアまたは印刷物などの形式にかかわらず、オラクル社の独占的な財産である機密情報を含みます。この機密資料へのアクセスと使用は、オラクル社との間で締結され遵守に同意したOracle Master Agreement、Oracle License and Services Agreement、Oracle PartnerNetwork Agreement、オラクル販売契約、あるいはその他のライセンス契約の条件にしたがうものとします。オラクル社の文書による事前承諾なしに、このドキュメントおよびここに含まれる情報を開示、コピー、再生、またはオラクル社外部の他者に配布することはできません。このドキュメントは使用許諾契約の一部ではなく、オラクル社の子会社またはアフィリエイトとの契約上の合意に組み込まれません。









目次

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	関連ドキュメント
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	表記規則


1 Oracle JDeveloperのインストール準備

	1.1 12.1.3の新機能
	1.2 Oracle JDeveloperとは
	1.3 Oracle JDeveloperのインストールのロードマップ
	1.4 Oracle JDeveloperの動作保証情報の確認
	1.5 Oracle JDeveloperインストールのシステム要件の確認
	1.6 Oracle JDeveloperディストリビューションの理解と取得
	1.7 Oracle JDeveloperで開発されたアプリケーションのデプロイとテスト


2 Oracle JDeveloperのインストール

	2.1 Oracle JDeveloperのインストール・タイプの理解
	2.2 様々なプラットフォームへのOracle JDeveloper Studioのインストール
	2.2.1 インストール・プログラムの起動
	2.2.2 Oracle JDeveloperをインストールするためのインストール画面の移動
	2.2.3 起動時のOracle JDeveloperのカスタマイズ



	2.3 インストールの確認
	2.4 JDeveloper Javaディストリビューションのインストール
	2.4.1 JDeveloper Java用のJDKの場所の指定





3 Oracle JDeveloper Studioインストール後の次の手順

	3.1 Oracle JDeveloperの起動準備
	3.1.1 Linux、UNIXおよびMac OS XでのOracle JDeveloperの最適化
	3.1.1.1 システムのリソース制限の設定
	3.1.1.2 Linux、UNIXおよびMac OS Xでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定
	3.1.1.3 Linux、UNIXおよびMac OS XでのJDKの場所の変更
	3.1.1.4 Linux、UNIXおよびMac OS Xでのシステム・カーソルの変更



	3.1.2 WindowsでのOracle JDeveloperの最適化
	3.1.2.1 Windowsでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定
	3.1.2.2 WindowsでのJDKの場所の変更



	3.1.3 マルチユーザー環境でのOracle JDeveloperの最適化
	3.1.3.1 Citrix MetaFrame ServerまたはMicrosoft Terminal ServerへのOracle JDeveloperのインストール
	3.1.3.2 Oracle JDeveloperの実行に使用するTerminal Serverクライアントの構成
	3.1.3.3 システムDLL ole32.dllのメモリー・エラーのトラブルシューティング






	3.2 Oracle JDeveloperの起動
	3.3 前のバージョンからOracle JDeveloper 12.1.3への移行
	3.3.1 ユーザー設定の移行
	3.3.2 プロジェクトの移行
	3.3.2.1 JSFおよびJSTLプロジェクトの移行






	3.4 Oracle JDeveloper拡張機能の有効化
	3.5 Oracle WebLogic ServerとOracle JDeveloperの使用
	3.5.1 統合Oracle WebLogic Serverの使用



	3.6 Oracle JDeveloperのアクセシビリティ情報の理解
	3.6.1 Oracle JDeveloperでのスクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeの使用
	3.6.2 アクセシビリティ情報の参照



	3.7 オラクル社のWebサイト


4 Oracle JDeveloperの削除

	4.1 削除前タスクの実行
	4.2 Oracle JDeveloperの削除
	4.2.1 アンインストーラの起動
	4.2.2 手動によるアーティファクトの削除





A Oracle JDeveloperのサイレント・インストールとサイレント・アンインストール

	A.1 Oracle JDeveloper Studioのサイレント・モードでのインストール
	A.2 Oracle JDeveloperのサイレント・モードでのアンインストール









はじめに

このドキュメントでは、Oracle JDeveloperのインストールに関する情報を提供します。


対象読者

このドキュメントは、Javaアプリケーションを開発する、アプリケーション開発者を対象としています。読者は、Webテクノロジに精通し、WindowsおよびUNIXプラットフォームについての全般的な知識があることを前提とします。





関連ドキュメント

詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』ガイド


	
『Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様』ガイド


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのインストールと構成』ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発








ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle JDeveloperのインストール準備


この章では、Oracle JDeveloperのインストールの準備について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
12.1.3での新機能


	
Oracle JDeveloperとは


	
Oracle JDeveloperのインストールのロードマップ


	
Oracle JDeveloperの動作保証情報の確認


	
Oracle JDeveloperインストールのシステム要件の確認


	
Oracle JDeveloperディストリビューションの理解と取得


	
Oracle JDeveloperで開発されたアプリケーションのデプロイとテスト






1.1 12.1.3の新機能

この項では、前のリリースからのいくつかの変更点について説明します。JDeveloperに精通するユーザーは、次の変更点に留意してください。

	
このリリースのJDeveloperでは、Java SE Development Kit (JDK) 7 Update 15以降が必要です。


	
このドキュメントで取り扱っているJDeveloperディストリビューションでは、12c (12.1.3) SOA IDE拡張機能をダウンロードできません。SOAアプリケーションまたはBusiness Process ManagementアプリケーションをJDeveloperで開発するには、SOA SuiteまたはBusiness Process Management SuiteのQuick Startを使用する必要があります。

Quick Startディストリビューションを使用すると、SOA SuiteアプリケーションまたはBusiness Process Management Suiteアプリケーション用にすでに事前構成されたバージョンのJDeveloperをインストールできます。また、Quick StartバージョンのJDeveloperを使用してOracle Event Processingアプリケーションを開発することもできます。最初に、『SOA SuiteおよびBusiness Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール』の「Quick Startディストリビューションの概要」を参照してください。


	
JDeveloperでは、多くの構成オプションをjdev.confというファイルに保存していました。12c (12.1.3)では、このファイル名がjdev.confからproduct.confに変更されました。今後、ユーザー・ホーム・ディレクトリやJDKパスの再定義といったインストール後の作業では、product.confを編集してください。


	
このドキュメントの旧版では、若干の構成の違いからMac OS Xでのインストールは別項扱いになっていました。このドキュメントでは、Mac OS Xでのインストール手順がLinuxおよびUNIXと統合されています。









1.2 Oracle JDeveloperとは

Oracle JDeveloperは、開発の全ライフ・サイクルを対象とし、標準ベースのエンタープライズ・アプリケーションの構築に使用される多くのテクノロジに対応した機能を統合する、非常に生産的な開発環境を提供します。

Oracle JDeveloperの主な特徴を次に示します。

	
Java、SOA、Web 2.0、データベース、XMLおよびWebサービスの開発機能を単一の開発ツールに統合します。


	
初期のデザインおよび分析からコーディングおよびテスト・フェーズまで、開発全体の完全なライフ・サイクルを対象とします。


	
アプリケーションを構築するコンポーネントをより簡単に定義できる、アプリケーション・デザインへの視覚的および宣言的なアプローチを提供し、単調なコーディングの簡素化および排除を行うことで、開発者の生産性の向上に重点を置いています。


	
コンポジット・アプリケーションの開発に必要な全機能セットを、Java、データベース、Webページ・デザイン、WebサービスとXML、Fusion Middlewareなどのテクノロジに対応した特定の機能と統合します。









1.3 Oracle JDeveloperのインストールのロードマップ

このガイドでは、Oracle JDeveloperのインストールに必要なすべての手順について説明します。これらの手順の中には、追加情報の参照先も含まれています。表1-1に、Oracle JDeveloperのインストールに必要な手順を示します。


表1-1 Oracle JDeveloperのインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境の確認

	
インストールを開始する前に、システムとネットワークの最低要件が満たされていることを確認します。

	
第1.4項および第1.5項を参照


	
適切なソフトウェア・ディストリビューションの取得

	
Oracle JDeveloperをシステムにインストールするには、Oracle JDeveloperディストリビューションを取得します。

	
第1.6項を参照


	
ソフトウェアのインストール

	
ソフトウェアをインストールするためのインストール・プログラムを実行します。システムにソフトウェアが送信され、インストールしたソフトウェアのOracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
第2章を参照


	
起動時のOracle JDeveloperのカスタマイズ

	
Oracle JDeveloperを使用するには、システム上の設定をカスタマイズします。

	
第2.2.3項を参照












1.4 Oracle JDeveloperの動作保証情報の確認

Oracle JDeveloperでの使用について動作保証済のソフトウェアに関する最新情報は、Oracle Technology Network (OTN)のOracle JDeveloperドキュメント情報を参照してください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/121300-cert-2164864.html

他のOracle JDeveloperドキュメントは、このページに掲載されています: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/index.html




	
注意:

このバージョンのOracle JDeveloperにはApache ANT 1.7.1.0.0が同梱されています。より新しいバージョンのANTもこのリリースでも動作しますが、サポート対象ではなく予期しない動作が発生する可能性があります。












1.5 Oracle JDeveloperインストールのシステム要件の確認

このリリースのOracle JDeveloperは、Windows、LinuxおよびMac OS Xでテストされ、動作保証されています。Solaris、AIX、HPIなどの移植プラットフォームについては動作保証されていませんが、Java SE Development Kit (JDK) 7 Update 15以降がインストールされた任意のプラットフォーム上でOracle JDeveloperを実行している場合はオラクル社がサポートを提供します。

推奨するCPU、メモリー、ディスプレイおよびハード・ドライブの構成の詳細は、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のOracle JDeveloperの要件に関する項を参照してください。

インストールで動作保証されるJDKの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のJDKのインストールに関する項を参照してください。






1.6 Oracle JDeveloperディストリビューションの理解と取得

Oracle JDeveloperは、表1-2に示す2つの異なるディストリビューションで提供されます。


表1-2 Oracle JDeveloperディストリビューション

	ディストリビューション	説明	インストーラ・タイプ
	
Oracle JDeveloper Studio

	
Oracle JDeveloper統合開発環境のみでなく、埋込みOracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアも含まれています。このソフトウェアには、JavaやOracle ADFアプリケーションの開発およびテストのためのOracle WebLogic ServerとOracle Application Development Frameworkが含まれています。

	
12c (12.1.3) Oracle JDeveloper Studioのインストーラは汎用形式で提供され、実行前に動作保証済のJDKをインストールする必要があります。JDKバージョンについては、Oracle Fusion MiddlewareのインストールのプランニングのJDKのインストールに関する項を参照してください。

Oracle JDeveloper Studioは、LinuxまたはWindowsの64ビット・プラットフォーム固有のインストーラでもインストール可能です。


	
Oracle JDeveloper Java

	
Oracle WebLogic ServerまたはOracle ADFを使用せずに、純粋にJavaアプリケーションを開発する開発者向けのZIPファイル形式の小規模バーションのOracle JDeveloper。

このバージョンでの開発を始めるために、インストーラを実行する必要はありません。

	
Oracle JDeveloper JavaはZIPファイルに格納されています。Javaディストリビューションには、実行可能なインストーラはありません。








Oracle JDeveloper StudioのインストーラまたはJavaディストリビューションのZIPファイルは、Oracle Technology Network (OTN)のWebサイトからダウンロードしてください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/downloads/index.html






1.7 Oracle JDeveloperで開発されたアプリケーションのデプロイとテスト

Oracle JDeveloper Studioディストリビューションを使用する場合、必要なライブラリとOracle ADFランタイム・ソフトウェアが含まれたOracle WebLogic Serverの埋込みバージョンで、自分のアプリケーションをローカルにテストできます。詳細は、第3.5項を参照してください。

Java Enterprise Edition (Java EE)アプリケーションをOracle JDeveloperからデプロイするには、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのディストリビューションをインストールし、構成します。詳細は、『Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのインストールと構成』を参照してください。

Oracle ADFアプリケーションをOracle JDeveloperからデプロイするには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションをインストールし、構成します。詳細は『Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成』を参照してください。












2 Oracle JDeveloperのインストール


この章では、Oracle JDeveloperソフトウェアをインストールする方法について説明します。この章で説明しているソフトウェアを使用して、SOAまたはBusiness Process Managementアプリケーションを開発することはできません。

SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteアプリケーション用に事前に構成されたバージョンのJDeveloperをインストールするには、『SOA SuiteおよびBusiness Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール』のQuick Startディストリビューションの概要に関する項を参照してください。

この章には次の項が含まれます:

	
Oracle JDeveloperのインストール・タイプの理解


	
様々なプラットフォームへのOracle JDeveloper Studioのインストール


	
インストールの確認


	
JDeveloper Javaディストリビューションのインストール






2.1 Oracle JDeveloperのインストール・タイプの理解




	
注意:

この章で説明しているインストール・タイプはSOA拡張機能をサポートしません。SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteアプリケーション用に事前に構成されたバージョンのJDeveloperをインストールするには、『SOA SuiteおよびBusiness Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール』のQuick Startディストリビューションの概要に関する項を参照してください。







第1.6項の説明に従って、ご使用のオペレーティング・システムに対応するインストーラを入手しておく必要があります。どのディストリビューションとインストーラを使用するかによって、次のJDK前提条件に注意する必要があります。

Oracle JDeveloper Javaディストリビューションをインストールする場合に必要なのは、ファイルを解凍することのみです。このプロセスについては、第2.4項で説明されています。

Oracle JDeveloper Studioのプラットフォーム固有のインストーラを使用する場合は、このOracle JDeveloperインストール専用のJDKバージョンが自動的にインストールされます。

Oracle JDeveloper Studioの汎用インストーラを実行する場合は、次の前提条件を満たしていることを確認します。

	
必要なJDKがシステムにインストールされている必要があります。

ご使用のオペレーティング・システムでJDeveloper 12c (12.1.3)との動作が保証されているJDKバージョンを、このサイトで確認してください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/121300-cert-2164864.html#OperatingSystemsandJavaSE

その後、JDKの動作保証済バージョンをOTNの次の場所から取得できます: http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
インストール・プロセスを合理化するためには、製品とともに使用するJDKを、インストーラ・プログラムの起動に使用するJDKにする必要があります。この場合、目的のJDKをシステムPATHの最初に設定するか、コマンド行で明示的に参照するようにしてください。









2.2 様々なプラットフォームへのOracle JDeveloper Studioのインストール

この項では、様々なプラットフォームへのOracle JDeveloper Studioのインストール方法について説明します。




	
警告:

この項で説明しているOracle JDeveloper Studioインストールを使用して、SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteアプリケーションを開発することはできません。詳細は、2.1項を参照してください。







この章の内容は、次のとおりです。

	
インストール・プログラムの起動


	
Oracle JDeveloperをインストールするためのインストール画面の移動


	
起動時のOracle JDeveloperのカスタマイズ






2.2.1 インストール・プログラムの起動

使用するインストーラの種類に応じて、次のいずれかの方法でOracle JDeveloper Studioのインストール・プログラムを起動できます。

	
Linux、UNIXおよびMac OS Xでの汎用インストーラの起動


	
Windowsでの汎用インストーラの起動


	
Linux、UNIXおよびMac OS X用のプラットフォーム固有のインストーラの起動


	
Windows固有のインストーラの起動


	
サイレント・モードでのインストーラの起動





Linux、UNIXおよびMac OS Xでの汎用インストーラの起動

ホストされているLinux、UNIXまたはMac OS Xマシンで、プラットフォームに依存しないインストーラを起動するには、次の手順を実行します。

	
Oracle JDeveloperをインストールするホスト・コンピュータにログインします。

Oracle JDeveloperのインストールに使用するユーザー・アカウントが必要な権限を持っていることを確認してください。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
動作保証済のJDKが、Oracle JDeveloperをインストールするシステムに存在することを確認してください。第2.1項の説明に従って汎用インストーラの前提条件を確認していれば、動作保証済のJDKをすでに入手してインストールしたはずです。

コマンド行からjava -versionを実行することで、JDKのバージョンをダブルチェックできます。このコマンドは、マシンにインストールされているJDKのバージョンを返します。出力されたバージョンが12c (12.1.3) JDeveloperで動作保証されていることを次の場所で確認してください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/121300-cert-2164864.html#OperatingSystemsandJavaSE


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次に示す例のように、システム上のJDKのディレクトリからjava -jarを呼び出して、インストール・プログラムを起動します。


/home/Oracle/jdk7_15/jdk1.7.0_15/bin/java -jar jdev_suite_121300.jar


この例の\home\Oracle\jdk7_15\jdk1.7.0_15は、システム上のJDKの場所で置き換えてください。




インストール・プログラムが表示されたら、インストールの準備は完了です。インストール・プログラムの各画面の説明は、第2.2.2項を参照してください。


Windowsでの汎用インストーラの起動

プラットフォームに依存しないインストーラをWindowsマシンで起動するには、次の手順を実行します。

	
Oracle JDeveloperをインストールするホスト・コンピュータにログインします。

Oracle JDeveloperのインストールに使用するユーザー・アカウントが必要な権限を持っていることを確認してください。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
動作保証済のJDKが、Oracle JDeveloperをインストールするシステムに存在することを確認してください。第2.1項の説明に従って汎用インストーラの前提条件を確認していれば、動作保証済のJDKをすでに入手してインストールしたはずです。

https://www.java.com/en/download/help/version_manual.xmlで説明されているいずれかの方法で、JDKのバージョンをダブルチェックできます。ご使用のJDKバージョンが12c (12.1.3) JDeveloperで動作保証されていることを次の場所で確認してください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/121300-cert-2164864.html#OperatingSystemsandJavaSE


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次に示す例のように、システム上のJDKのディレクトリからjava -jarを呼び出して、インストール・プログラムを起動します。


\home\Oracle\jdk7_15\jdk1.7.0_15\bin\java -jar jdev_suite_121300.jar


この例の\home\Oracle\jdk7_15\jdk1.7.0_15は、システム上のJDKの場所で置き換えてください。




Oracle JDeveloperインストーラをダウンロードしたフォルダに移動した後、そのアイコンをダブルクリックしてインストール・ウィザードを起動することもできます。

インストール・プログラムが表示されたら、インストールの準備は完了です。インストール・プログラムの各画面の説明は、第2.2.2項を参照してください。


Linux、UNIXおよびMac OS X用のプラットフォーム固有のインストーラの起動

Linux、UNIXまたはMac OS Xでプラットフォーム固有のインストーラを起動するには、次の手順を実行します。

	
Oracle JDeveloperをインストールするホスト・コンピュータにログインします。

Oracle JDeveloperのインストールに使用するユーザー・アカウントが必要な権限を持っていることを確認してください。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
プラットフォーム固有のインストーラが存在する場所に移動します。


	
次のコマンドを実行して、インストーラを起動します。


./jdev_suite_121300_linux64.bin




Oracle JDeveloperインストーラをダウンロードしたフォルダに移動した後、そのアイコンをダブルクリックしてインストール・ウィザードを起動することもできます。

インストール・プログラムが表示されたら、インストールの準備は完了です。インストール・プログラムの各画面の説明は、第2.2.2項を参照してください。


Windows固有のインストーラの起動

プラットフォーム固有のインストーラをWindowsで起動するには、次の手順を実行します。

	
Oracle JDeveloperをインストールするホスト・コンピュータにログインします。

Oracle JDeveloperのインストールに使用するユーザー・アカウントが必要な権限を持っていることを確認してください。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
プラットフォーム固有のインストーラが存在する場所に移動します。


	
インストーラを起動します。コマンド行から起動するには、次のコマンドを実行します。


jdev_suite_121300_win64.exe




Oracle JDeveloperインストーラをダウンロードしたフォルダに移動した後、そのアイコンをダブルクリックしてインストール・ウィザードを起動することもできます。

インストール・プログラムが表示されたら、インストールの準備は完了です。インストール・プログラムの各画面の説明は、第2.2.2項を参照してください。


サイレント・モードでのインストーラの起動

インストーラをサイレント・モードで起動して、インストール・プロセス中に構成オプションが表示されないようにすることもできます。詳細は、第A.1項を参照してください。






2.2.2 Oracle JDeveloperをインストールするためのインストール画面の移動

Oracle JDeveloper Studioエディションのインストール・プログラムでは、一連の画面が表2-1に示す順番で表示されます。

インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面の名前をクリックしてください。


表2-1 Oracle JDeveloperのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
この画面は、Oracle製品をこのホストに初めてインストールするときに表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定してください。この画面で選択したオペレーティング・システムのグループ名に、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。中央インベントリの詳細は、Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールのOracle中央インベントリの理解に関する項を参照してください。


	
ようこそ

	
これは、製品インストーラの開始画面です。


	
インストール場所

	
この画面では、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。選択するディレクトリ名に空白が含まれていないことを確認してください。

Oracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成用のディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
前提条件のチェック

	
この画面で、システムが最小限の要件を満たしているかどうかが検証されます。

警告またはエラー・メッセージが生じた場合、第1.5項を参照してください。


	
インストール・サマリー

	
この画面では、選択したインストール・オプションを検証します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合、「保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの名前および場所を指定します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・インストールに使用できます。

サイレントまたはコマンド行のインストールの詳細は、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールのサイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
この画面では、インストールの進行状況を参照できます。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。

この画面でOracle JDevleoperをカスタマイズできます。「インストール完了」画面でのOracle JDeveloperのカスタマイズの詳細は、第2.2.3項を参照してください。








Oracle Jdeveloperのインストール中に表示されるインストール画面の詳細は、Oracle Universal InstallerによるインストールのOracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール画面に関する項を参照してください。






2.2.3 起動時のOracle JDeveloperのカスタマイズ

Oracle JDeveloper Studioのインストールが完了すると、インストールした製品の続行に使用できるオプションのリストがインストーラに表示されます。Oracle JDeveloperは、インストーラの「インストール完了」画面に表示されるオプションを使用してカスタマイズできます。図2-1を参照してください。


図2-1 Oracle JDeveloper Installerのカスタマイズ用オプション

[image: 図2-1の説明が続きます]





インストール・ウィザードを使用してOracle JDeveloperをカスタマイズするには、「インストール完了」画面の「次のステップ」セクションをに表示されているいずれかのオプションを選択します。表2-2では、ウィザードの「インストール完了」画面に表示されるオプションについて説明します。


表2-2 起動時のOracle JDeveloperのカスタマイズ用オプション

	オプション	説明およびアクション
	
デフォルト設定でJDeveloperを開始

	
デフォルト設定を使用してOracle JDeveloperを開始するには、このオプションを選択します。すべてのOracle JDeveloperプロジェクトは、このデフォルトの場所に保存されます。


	
設定をカスタマイズしてからJDeveloperを開始

	
次を行う場合はこのオプションを選択します。

	
Oracle JDeveloperプロジェクトの保存場所を変更する


	
Oracle JDeveloperのユーザー・プリファレンスの保存場所を変更する


	
Oracle JDeveloperと関連付けるファイル・タイプを特定する(Windowsのみ)





	
JDeveloperを開始せずにインストールを終了

	
JDeveloperをインストール・ウィザードの終了後に起動するためのチェック・ボックスが選択されている場合は、その選択を解除します。Oracle JDeveloperを開始せずにインストール・ウィザードを終了するには、「終了」をクリックします。











	
注意:

	
インストール中、product.confというファイルがホーム・ディレクトリ内にデフォルトで作成されます。これにはJDeveloperプリファレンスが含まれます。古いプリファレンスは、このファイルを削除しないかぎり、JDeveloperの新しいインストールに引き継がれます。


	
Windowsシステムでは、新しいバージョンのOracle JDeveloperをインストールするために現在のバージョンをアンインストールする場合は、ソフトウェアをアンインストールした後、ソフトウェアのインストールを開始する前にシステムを再起動してください。



















2.3 インストールの確認

Oracle JDeveloper Studioが正しくインストールされたことを確認するために、ディレクトリ構造を表2-3と比較します。

表2-3では、Oracle JDeveloperのインストールの最後にシステム上に作成されるディレクトリ構造について説明します。


表2-3 Oracle JDeveloperホームのディレクトリの説明

	ディレクトリまたはファイル	説明
	
JDeveloperホーム

	
このディレクトリは、Oracle JDeveloperの実行に必要なバイナリ・ファイルおよび構成ファイルが含まれているOracleホームです。


	
coherence

	
このディレクトリには、Coherence製品ファイルが含まれます。


	
em

	
このディレクトリには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで使用されるファイルが含まれます。


	
inventory

	
このディレクトリには、Oracle JDeveloperホーム・ディレクトリにインストールされたコンポーネント、機能セットおよびパッチに関する情報が含まれます。


	
registry.xml

	
このファイルは、inventoryディレクトリにあります。これには、このOracle Jdeveloperインストールに現在登録されているすべてのコンポーネントの場所とバージョンが含まれます。新しいプラグインまたはアドオンを追加するたびに、このファイル内の情報が更新されます。


	
jdeveloper

	
このディレクトリには、Oracle JDeveloperアプリケーションの実行に必要なファイルが含まれます。また、アプリケーション設定の変更に使用できるファイルも含まれます。


	
OPatch

	
このディレクトリには、OPatchおよびサポートされるファイルが含まれます。OPatchは、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアへのパッチの適用に使用するツールです。


	
oracle_common

	
このディレクトリには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれます。


	
oraInst.loc

	
このファイルは、Windowsでのインストールでは存在しない場合があります。このファイルには、インストールのインベントリの場所に関する情報が含まれます。


	
oui

	
このディレクトリには、アンインストーラ・プログラムを含む、Oracle Universal Installerによって使用されるファイルが含まれます。製品をインストールした後にOracle Universal Installerを再実行する必要がある場合は、このディレクトリから実行してください。


	
wlserver

	
このディレクトリには、WebLogic Server製品ファイルが含まれます。








MAF拡張機能がインストールされたWindowsディストリビューションでは、cfgtoollogsというフォルダも存在する場合があります。このディレクトリには、インストールおよび構成トランザクションのログ・ファイルが含まれます。






2.4 JDeveloper Javaディストリビューションのインストール




	
警告:

この項で説明しているOracle JDeveloper Studioインストールを使用して、SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteアプリケーションを開発することはできません。詳細は、2.1項を参照してください。







JDeveloper Javaはインストーラを必要としません。Oracle JDeveloper Javaディストリビューションのインストールに必要なのは解凍ツールのみです。プラットフォーム共通の無償の解凍ツールInfo-Zipは、http://www.info-zip.org/からダウンロードできます。




	
注意:

Oracle JDeveloperをインストールするディレクトリの名前に、空白が含まれていないことを確認してください。たとえば、C:\Program Filesはインストール・ディレクトリとして使用しないでください。







jdev-java-121300.zipからJDeveloperをインストールする手順は次のとおりです。

	
必要なJDKを入手します。

ご使用のオペレーティング・システムでJDeveloper 12c (12.1.3)との動作が保証されているJDKバージョンを、このサイトで確認してください: http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/121300-cert-2164864.html#OperatingSystemsandJavaSE

その後、JDKの動作保証済バージョンをOTNの次の場所から取得できます: http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
jdev-java-121300.zipをターゲット・ディレクトリに解凍します。




	
注意:

このドキュメントでは、Java Editionのコンテキストにおいて、インストール・ディレクトリをJDEV_HOMEと表記します。たとえば、jdev-java-121300.zipをC:\jdev_install\に解凍した場合、JDEV_HOMEはC:\jdev_installを指します。












2.4.1 JDeveloper Java用のJDKの場所の指定

Oracle JDeveloperのJavaエディションを最初に起動する際、jdevスクリプトによりJDKのインストール・ディレクトリを指定するよう求められます(見つからない場合)。プロンプトが表示され、Java実行可能ファイルへのパスを入力します。

Windowsの場合、パス定義はD:\jdk1.7.0_15\binのようになります。

Linux、UNIXおよびMac OS Xの場合、パス定義は/home/jdk1.7.0_15/binのようになります。














3 Oracle JDeveloper Studioインストール後の次の手順


この章では、Oracle JDeveloperのインストール後に実行する必要がある手順について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
Oracle JDeveloperの起動準備


	
Oracle JDeveloperの起動


	
前のバージョンからOracle JDeveloper 12.1.3への移行


	
Oracle JDeveloper拡張機能の有効化


	
Oracle WebLogic ServerとOracle JDeveloperの使用


	
Oracle JDeveloperのアクセシビリティ情報の理解


	
オラクル社のWebサイト






3.1 Oracle JDeveloperの起動準備

この項では、Oracle JDeveloperをインストールした後に実行できるタスクについて説明します。この項では、Linux、Windowsおよびマルチユーザー環境を対象としたタスクについて説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
Linux、UNIXおよびMac OS XでのOracle JDeveloperの最適化


	
WindowsでのOracle JDeveloperの最適化


	
マルチユーザー環境でのOracle JDeveloperの最適化






3.1.1 Linux、UNIXおよびMac OS XでのOracle JDeveloperの最適化

この項では、Oracle JDeveloperをLinux、UNIXまたはMac OS Xにインストールした後に実行できるタスクについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
システムのリソース制限の設定


	
Linux、UNIXおよびMac OS Xでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定


	
Linux、UNIXおよびMac OS XでのJDKの場所の変更


	
Linux、UNIXおよびMac OS Xでのシステム・カーソルの変更






3.1.1.1 システムのリソース制限の設定

LinuxシステムにおいてOracle JDeveloperに対する推奨システム・リソース制限は最少4096です。

システムのリソース制限の構成を判断するには、次のコマンドを入力します。


/bin/sh -c 'ulimit -n'


戻り値が4096未満の場合、次の手順を実行してシステムのリソース制限を設定します。

	
/etc/security/にあるlimits.confファイルを開きます。


	
次のパラメータを見つけます。


soft nofile value_of_the_parameter
hard nofile value_of_the_parameter


	
これらのパラメータの値を4096に変更します。


soft nofile 4096
hard nofile 4096





	
注意:

手順2のパラメータが存在しない場合、手順3に示すパラメータと値をlimits.confファイルに追加します。















3.1.1.2 Linux、UNIXおよびMac OS Xでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定

この項では、Linux、UNIXまたはMac OS X環境でホーム環境変数を使用してユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を永久的に再定義する方法について説明します。

ユーザー・ホーム・ディレクトリを定義すると、このディレクトリには、JDeveloper用のユーザー・プリファレンスを格納するsystemサブディレクトリ(ドメイン・ホームとも呼ばれる)が含められます。また、ユーザー・ホーム・ディレクトリには、ユーザー生成コンテンツや特定のユーザーに固有のその他の構成ファイルを格納する別のサブディレクトリ(アプリケーション・ホームとも呼ばれる)も含められます。

ユーザー・ホーム・ディレクトリを定義しない場合、これらのサブディレクトリはコンピュータ上の別々の場所に配置されます。

	
systemサブディレクトリのデフォルトの場所は$HOME/.jdeveloper/system12.1.3.XX.XX.XXです。XX.XX.XXは、製品ビルドの一意の番号です。


	
ユーザー生成コンテンツのデフォルトの場所は、$HOME/jdeveloper/myworkです。




JDeveloperファイルを$HOMEに格納しない場合、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定する方法は2つあります。どちらの方法でも、システム上にあるすべてのJDeveloperインスタンス用のユーザー・ホーム・ディレクトリを設定します。

次の方法のいずれか1つのみを使用すれば、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定できます。

	
product.confの編集


	
環境変数JDEV_USER_DIRの設定(ターミナル・セッションの再起動を必要とします)





product.confの編集

12c (12.1.3)以降、JDKの場所など、多くのJDeveloper設定はproduct.confに格納されます。このファイルは、前のインストールからのファイルが存在しないかぎり、JDeveloperによって初回起動時に作成されます。JDeveloperは、product.confに格納されている設定を、それが前のインストールからの設定であっても使用します。




	
注意:

JDeveloperの旧バージョンにおけるproduct.confの名前は、jdev.confでした。







	
product.confファイルを見つけます。これは$HOME/.jdeveloper/12.1.3.0.0にあります。


	
エディタでproduct.confを開きます。AddVMOption -Dide.user.dirを目的のディレクトリ・パスに設定するための行を追加します。

たとえば、目的のディレクトリが$HOME/mydocs/jdevfilesの場合、定義は次のようになります。


AddVMOption -Dide.user.dir=$HOME/mydocs/jdevfiles





	
注意:

ホーム環境変数を設定するディレクトリに空白を含めないでください。たとえば、$HOME/my projectsはホーム・ディレクトリとして指定しないでください。








	
変更を保存します。この変更は、JDeveloperを起動すると即座に有効になります。product.confに加えた変更は、定義済の環境変数もすべてオーバーライドします。

Oracle JDeveloperの初回起動時に、ユーザー・ホーム・ディレクトリが目的のディレクトリに設定されているかどうかを確認できます。これを行うには、「ヘルプ」メニューにアクセスし、ドロップダウン・メニューから「バージョン情報」を選択し、「プロパティ」タブを切り替えて、ide.user.dirの定義を見つけます。





環境変数JDEV_USER_DIRの設定

これは、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定するもう1つの方法です。環境変数JDEV_USER_DIRは、任意のディレクトリ・パスに設定できます。次の例と構文は、Linuxシステム上のbashシェルの場合を示しています。

	
エディタで起動構成ファイルを開きます。bashシェルの場合、このファイルの名前は.bashrcです。この構成ファイルはホーム・ディレクトリにあります。ご使用のシェル用の適切なファイルがこの場所に存在しない場合は、新しいファイルを作成します。


	
環境変数JDEV_USER_DIRを目的のディレクトリに設定します。

たとえば、目的のディレクトリが$HOME/mydocs/jdevfilesの場合、定義は次のようになります。


export JDEV_USER_DIR=$HOME/mydocs/jdevfiles





	
注意:

ホーム環境変数を設定するディレクトリに空白を含めないでください。たとえば、$HOME/my project folderはホーム・ディレクトリとして指定しないでください。








	
ファイルを保存してエディタを終了します。新規ターミナル・セッションを開始します。


	
コマンド行で次のコマンドを使用して、環境変数を表示し、変更内容を確認します。


echo $JDEV_USER_DIR


これにより、指定したディレクトリが出力される必要があります。この例のコマンドの出力は、次のとおりです。


$HOME/mydocs/jdevfiles




Oracle JDeveloperの初回起動時に、ユーザー・ホーム・ディレクトリが目的のディレクトリに設定されているかどうかを確認できます。これを行うには、「ヘルプ」メニューにアクセスし、ドロップダウン・メニューから「バージョン情報」を選択し、「プロパティ」タブを切り替えて、ide.user.dirの定義を見つけます。






3.1.1.3 Linux、UNIXおよびMac OS XでのJDKの場所の変更

この項では、JDeveloperの初回起動以降にJDKの場所が変更された場合に、JDKの場所を永続的に変更する方法について説明します。

JDKの場所を変更するには、次の手順を実行します。

	
product.confファイルを見つけます。これは$HOME/.jdeveloper/12.1.3.0.0にあります。


	
エディタでproduct.confを開きます。次のような行を見つけます。


SetJavaHome /path/jdk


この行を非コメント化します。/path/jdkをJDKディレクトリのパスに置換します。

たとえば、JDKの場所が/usr/local/javaの場合、定義は次のようになります。


SetJavaHome /usr/local/java




これにより、システム上のすべてのJDeveloperのインストールを対象としたJDKのパスが設定されます。

JDeveloperを削除し、product.confファイルは削除しない場合、JDKのパスを含め、このファイルに格納されたすべての設定は、将来のインストール用に保持されます。前のインストールと同じバージョン番号のJDeveloperを再インストールした場合、新しいインストールは、そのJDKの場所を自動的に読み取ります。






3.1.1.4 Linux、UNIXおよびMac OS Xでのシステム・カーソルの変更

Linuxプラットフォームでは、大きい不透明なJavaカーソルが表示され、ドラッグ・アンド・ドロップ操作に使用しにくいことがあります。この問題に対処するために、Oracle JDeveloperにはデフォルト・セットを置き換えるためのカーソル・セットが用意されています。カーソルを置き換えるには、JDKへの書込みアクセス権が必要です。

カーソルを置き換える手順は、次のとおりです。

	
次のJDKディレクトリにあるデフォルト・カーソルのバックアップ・コピーを作成します。

jdk_install/jre/lib/images/cursors


	
次の手順を実行して、.tarファイルから代替カーソルを抽出します。

	
システムの次の場所に移動します。


JDEV_HOME/jdeveloper/jdev/bin/clear_cursors.tar


	
次のコマンドを実行して、tarファイルから代替カーソルを抽出します。


tar -xvf clear_cursors.tar














3.1.2 WindowsでのOracle JDeveloperの最適化

この項では、Oracle JDeveloperをインストールした後に実行できるタスクについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
Windowsでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定


	
WindowsでのJDKの場所の変更






3.1.2.1 Windowsでのユーザー・ホーム・ディレクトリの設定

この項では、Windows環境でホーム環境変数を使用してユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を永久的に再定義する方法について説明します。

JDeveloperのユーザー・ホーム・ディレクトリを定義すると、このディレクトリにはJDeveloperのユーザー・プリファレンスが格納されるsystemサブディレクトリが含まれます。また、ユーザー生成コンテンツや特定のユーザーに固有のその他の構成ファイルを格納する別のサブディレクトリも含められます。

ユーザー・ホーム・ディレクトリを定義しない場合、これらのサブディレクトリはコンピュータ上の別々の場所に配置されます。

	
systemサブディレクトリ(ドメイン・ホーム)のデフォルトの場所は次のとおりです。

	
%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\system12.1.3.XX.XX.XX (Windows 7システムの場合)。XX.XX.XXは、一意の製品ビルド番号です。


	
%USERPROFILE%\Application Data\JDeveloper\system12.1.3.XX.XX.XX (その他のWindowsプラットフォームの場合)。XX.XX.XXは、一意の製品ビルド番号です。





	
ユーザー生成コンテンツのデフォルトの場所(アプリケーション・ホーム)は次のとおりです。

	
C:\JDeveloper\mywork (Windows 7システムの場合)


	
C:\Documents and Settings\My Documents\JDeveloper\mywork (その他のWindowsプラットフォームの場合)。







JDeveloperファイルをデフォルトの場所に格納しない場合、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定する方法は2つあります。どちらの方法でも、システム上にあるすべてのJDeveloperインスタンス用のユーザー・ホーム・ディレクトリを設定します。

次の方法のいずれか1つのみを使用すれば、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定できます。

	
product.confの編集


	
環境変数JDEV_USER_DIRの設定





product.confの編集

12c (12.1.3)以降、JDKの場所など、多くのJDeveloper設定はproduct.confに格納されます。このファイルは、前のインストールからのファイルが存在しないかぎり、JDeveloperによって初回起動時に作成されます。JDeveloperは、product.confに格納されている設定を、それが前のインストールからの設定であっても使用します。




	
注意:

JDeveloperの旧バージョンにおけるproduct.confの名前は、jdev.confでした。







	
product.confファイルを見つけます。これは%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\12.1.3にあります。


	
エディタでproduct.confを開きます。AddVMOption -Dide.user.dirを目的のディレクトリ・パスに設定するための行を追加します。

たとえば、目的のディレクトリがN:\users\jdoeの場合、定義は次のようになります。


AddVMOption -Dide.user.dir=N:\users\jdoe





	
注意:

ホーム環境変数を設定するディレクトリに空白を含めないでください。たとえば、C:\My Projectsをホーム・ディレクトリとして指定しないでください。








	
変更を保存します。この変更は、JDeveloperを起動すると即座に有効になります。product.confに加えた変更は、定義済の環境変数もすべてオーバーライドします。

Oracle JDeveloperの初回起動時に、ユーザー・ホーム・ディレクトリが目的のディレクトリに設定されているかどうかを確認できます。これを行うには、「ヘルプ」メニューにアクセスし、ドロップダウン・メニューから「バージョン情報」を選択し、「プロパティ」タブを切り替えて、ide.user.dirの定義を見つけます。





環境変数JDEV_USER_DIRの設定

これは、ユーザー・ホーム・ディレクトリを設定するもう1つの方法です。マルチユーザー・システム上のOracle JDeveloperの各ユーザーも含めてWindowsシステム上でホーム環境変数を設定するには、JDEV_USER_DIRの値を編集する必要があります。

次を実行します。

	
Windowsの「スタート」メニューから「コントロール パネル」を選択し、「システム」を選択します。


	
「システムの詳細設定」をクリックし、「環境変数」をクリックします。


	
「ユーザー環境変数」セクションで「新規」をクリックします。


	
ユーザー変数としてJDEV_USER_DIRを追加します。


	
この変数の値をホーム・ディレクトリ(N:\users\jdoeなど)に設定し、「OK」をクリックします。




	
注意:

ホーム環境変数を設定するディレクトリに空白を含めないでください。たとえば、C:\My Projectsをホーム・ディレクトリとして指定しないでください。








	
コマンド・シェルを開いて次のコマンドを入力し、変数の設定を確認します。

set

これにより、すべての定義済変数がリストされます。新しく定義した変数が、次のように表示されていることを確認します。

JDEV_USER_DIR=N:\users\jdoe




Oracle JDeveloperの初回起動時に、ユーザー・ホーム・ディレクトリが目的のディレクトリに設定されているかどうかを確認できます。これを行うには、「ヘルプ」メニューにアクセスし、ドロップダウン・メニューから「バージョン情報」を選択し、「プロパティ」タブを切り替えて、ide.user.dirの定義を見つけます。






3.1.2.2 WindowsでのJDKの場所の変更

この項では、JDeveloperの初回起動以降にJDKの場所が変更された場合に、JDKの場所を永続的に変更する方法について説明します。

12c (12.1.3)以降、JDKの場所など、ほとんどのJDeveloper設定はproduct.confに格納されます。このファイルは、前のインストールからのファイルが存在しないかぎり、JDeveloperによって初回起動時に作成されます。新しいJDeveloperのインストールは、product.confに格納された設定を、それが前のインストールからの設定であっても使用します。




	
注意:

JDeveloperの旧バージョンにおけるproduct.confの名前は、jdev.confでした。







JDKの場所を変更するには、次の手順を実行します。

	
product.confファイルを見つけます。これは%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\12.1.3.0.0にあります。


	
エディタでproduct.confを開きます。次のような行を見つけます。


SetJavaHome \path\jdk


この行を非コメント化します。\path\jdkをJDKディレクトリのパスに置換します。

たとえば、JDKの場所がD:ドライブ上のjdk1.7.0_15の場合、定義は次のようになります。


SetJavaHome D:\jdk1.7.0_15




JDeveloperを削除し、product.confファイルは削除しない場合、JDKのパスなど、このファイルに格納されたすべての設定は保持されます。前のインストールと同じバージョン番号のJDeveloperを再インストールした場合、新しいインストールは、そのJDKの場所を自動的に読み取ります。








3.1.3 マルチユーザー環境でのOracle JDeveloperの最適化

この項では、Microsoft Terminal Server、Citrix MetaFrame、MetaFrame XP (Windowsの場合)およびMetaFrame 1.1 (UNIX環境の場合)にJDeveloperをインストールする方法について説明します。これらの環境では、多数のクライアントが単一のOracle JDeveloperインストールにアクセスできます。いずれの場合も、ユーザーは各自のプロジェクトをローカルに保存できます。

マルチユーザー環境で使用するOracle JDeveloperをインストールして構成する場合は、JDeveloperとユーザーに最適なパフォーマンスを得るために、ユーザー数やサーバーの処理能力などのリソースのプランニングを考慮する必要があります。

この項では、次の項について説明します。

	
Citrix MetaFrame ServerまたはMicrosoft Terminal ServerへのOracle JDeveloperのインストール


	
Oracle JDeveloperの実行に使用するTerminal Serverクライアントの構成


	
システムDLL ole32.dllのメモリー・エラーのトラブルシューティング






3.1.3.1 Citrix MetaFrame ServerまたはMicrosoft Terminal ServerへのOracle JDeveloperのインストール

Citrix MetaFrame ServerまたはMicrosoft Terminal ServerにOracle JDeveloperをインストールするには、管理者権限が必要です。

第2章の説明に従って、Oracle JDeveloperのインストーラをCitrix MetaFrameまたはMicrosoft Terminal Server上で実行します。次の項の説明に従って、ユーザー・ホーム・ディレクトリとターミナル・サーバー・クライアントを構成する必要があるため、インストールの終了時にOracle JDeveloperを起動しないでください。






3.1.3.2 Oracle JDeveloperの実行に使用するTerminal Serverクライアントの構成

この項では、Citrix MetaFrameまたはMicrosoft Terminal Serverクライアントをローカルにインストール済で、システム管理者がJDeveloperのインストールと構成を完了していることを前提としています。

Oracle JDeveloperを実行できるようにTerminal Serverクライアントを構成するには、次を実行します。

	
Terminal Serverクライアントのカラー解像度が256色以上に設定されていることを確認します。この最少解像度は、Java JDK 7.0をインストールするための前提条件です。


	
ターミナル・サーバーにログオンします。


	
ユーザー・ホーム環境変数が定義されていることを確認します。システム上で使用される命名規則を確認します。デフォルト変数はJDEV_USER_DIRです。


	
Oracle JDeveloperを起動します。


	
Oracle JDeveloperによって、ユーザー・ホーム・ディレクトリを作成する必要があるかどうかを確認するプロンプトが表示されます。「はい」をクリックします。


	
ユーザー・ホーム・ディレクトリが目的のディレクトリに設定されているかどうかを確認します。これを行うには、「ヘルプ」メニューにアクセスし、ドロップダウン・メニューから「バージョン情報」を選択し、「プロパティ」タブを切り替えて、ide.user.dirの定義を見つけます。









3.1.3.3 システムDLL ole32.dllのメモリー・エラーのトラブルシューティング

Oracle JDeveloperをマルチユーザー環境で実行すると、次のエラーが発生する可能性があります。

システムDLL ole32.dllがメモリー内で移転しました。アプリケーションは正常に動作しません。この移転は、DLL Dynamically Allocated MemoryがWindows NTシステムDLLに確保されたアドレス範囲を使用したために発生しました。DLLを提供するベンダーに新しいDLLを要求してください。

このエラーが表示されたら、次のパラメータを非コメント化して、HOME/.jdeveloper/12.1.3.0.0/product.confファイルを更新してください。

AddVMOption -Xheapbase100000000

また、各ユーザーはデフォルト・プロジェクトを変更してこの設定を適用する必要があります。デフォルト・プロジェクト設定でこの値を指定するには、次の手順を実行します。

	
「アプリケーション」メニューから「デフォルト・プロジェクト・プロパティ」を選択します。


	
「デフォルト・プロジェクト・プロパティ」ダイアログで「実行/デバッグ/プロファイル」をクリックし、「編集」を選択します。


	
「起動設定」ノードをクリックします。


	
「起動設定」ページで、「Javaオプション」フィールドに-Xheapbase100000000を入力します。













3.2 Oracle JDeveloperの起動

Oracle JDeveloperを起動するには、次の手順を実行します。


Linux、UNIXおよびMac OS Xの場合:

	
システムの次の場所に移動します。


JDEV_HOME/jdeveloper/jdev/bin/


	
次のコマンドを実行します。


./jdev





Windowsの場合:

「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」を選択し、「Oracle Fusion Middleware 12.1.3」を選択し、さらに「JDeveloper Studio 12.1.3」を選択します。

Oracle JDeveloperは、コマンド行で次のいずれかのコマンドを実行して起動することもできます。

	
JDEV_HOME\jdeveloper\jdeveloper.exe


	
JDEV_HOME\jdeveloper\jdev\bin\jdevw.exe


	
JDEV_HOME\jdeveloper\jdev\bin\jdev.exe(内部診断情報を示すコンソール・ウィンドウを表示する場合)









3.3 前のバージョンからOracle JDeveloper 12.1.3への移行

Oracle JDeveloper 12c (12.1.3)は、Oracle JDeveloper 11.1.1.7.0または11.1.2.4.0からの移行をサポートします。このバージョンのOracle JDeveloperに移行する前に、他のすべての旧バージョンからOracle JDeveloper 11.1.1.7.0または11.1.2.4.0に移行しておくことをお薦めします。

この項では、前のバージョンからOracle JDeveloper 12c (12.1.3)への移行の詳細を説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
ユーザー設定の移行


	
プロジェクトの移行






3.3.1 ユーザー設定の移行

初めてOracle JDeveloperを起動する場合に(および新しい拡張機能の追加や新しいバージョンへのアップグレードを行うたびに)、「インポート・プリファレンスの確認」ダイアログが表示され、プリファレンスと設定を前のインストールからインポートするかどうか尋ねられます。

「インポート・プリファレンスの確認」ダイアログが表示されたときに、「すべてのインストールを表示」をクリックすると、以前のすべてのインストールのリストが表示されます。このリストから、プリファレンスと設定をインポートするインストールを選択します。リスト内の項目にマウスを移動すると、インストールへのパスがツールチップとして表示されます。

またはインストール・リストの右上にある、前のインストールを手動で検索(虫眼鏡アイコン)をクリックすると、インストールを手動で参照できます。「インポート・プリファレンスの確認」ダイアログで「はい」をクリックすると、前のインストールからユーザー・プリファレンスとIDEの状態がインポートされます。

Oracle JDeveloperで強制的に「インポート・プリファレンスの確認」ダイアログを表示するには、コマンド行でOracle JDeveloperの起動時に-migrateフラグを使用します(たとえばjdev -migrate)。




	
注意:

12c (12.1.3)にOracle JDeveloperの別のバージョンから移行する場合、使用する拡張機能を再インストールする必要があります。古いバージョンを対象とした一部の拡張機能は、すでに存在しない場合があります。
拡張機能のインストールの詳細は、第3.4項「Oracle JDeveloper拡張機能の有効化」を参照してください。














3.3.2 プロジェクトの移行

前のリリースで作成されたアプリケーションまたはプロジェクトを開くと、プロジェクトをOracle JDeveloper 12gに移行するよう求められます。プロジェクトの内容によっては、一部の特定ソース・ファイルも移行するよう求められることがあります。

プロジェクトを移行する前に、プロジェクトのバックアップ・コピーを作成することをお薦めします。プロジェクトの移行に関する最初のプロンプトを受け入れると、JDeveloperは重要なXMLファイルの形式を更新しますが、移行によって特定のプロジェクト・コードが再書込みまたは更新されることはありません。移行後、アプリケーションを再度テストして、それらが正しく動作することを徹底的に確認してください。

特定タイプのプロジェクトの12cへの移行の詳細は、OTNのOracle JDeveloperページを参照してください。


3.3.2.1 JSFおよびJSTLプロジェクトの移行

このバージョンのJDeveloperでは、JavaServer FacesおよびJSTLを含んだすべてのプロジェクトをそれぞれの最新バージョンのテクノロジ(それぞれバージョン2.0および1.2)に移行する必要があります。さらに、web.xmlデプロイメント・ディスクリプタはバージョン2.5に移行されます。

移行に関する最新情報は、OTNの次のOracle JDeveloperドキュメント・ページを参照してください。http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/1212-cert-1964670.html#Abrams-SupportInformation-MigrationSupport










3.4 Oracle JDeveloper拡張機能の有効化

Oracle JDeveloperで拡張機能を使用するには、まず拡張機能をOracle Technology Network (OTN)からダウンロードする必要があります。使用可能なOracle JDeveloper拡張機能の一例がJUnitです。

Oracle JDeveloper内から拡張機能を検索してインストールできます。次の手順を実行します。

	
JDeveloperを起動します。


	
リボン・メニューで「ヘルプ」をクリックします。ドロップダウン・メニューから「更新の確認」を選択します。「更新」ウィザードが起動します。


	
「更新」ウィザードの最初の画面では、拡張機能の確認対象であるソースを選択できます。デフォルトでは、Oracle Fusion Middleware製品とOracleの公式な拡張機能および更新が選択されています。さらにオプションが必要な場合は、他の2つのチェック・ボックスも選択できます。




	
注意:

12c (12.1.3)以降、SOA拡張機能はダウンロードできなくなりました。Quick Startディストリビューションを使用して、SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suite用に事前構成されたJDeveloperバージョンをインストールする必要があります。詳細は、『SOA SuiteおよびBusiness Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール』の「Quick Startディストリビューションの概要」を参照してください。







ソースを特定して選択したら、「次へ」をクリックします。


	
「更新」画面で、JUnitなどの特定の拡張機能を選択できます。インストールする拡張機能のチェック・ボックスを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ライセンス契約」画面で、前の画面で選択した拡張機能のライセンス条項に同意する必要があります。「次へ」をクリックしてダウンロードを開始します。


	
拡張機能のダウンロードが終了すると、実行したインストールまたはアップグレードのサマリーがウィザードに表示されます。「終了」をクリックして、ウィザードを終了します。


	
通常、更新のインストールを完了するにはJDeveloperを再起動する必要があります。ウィザードを終了すると、このオプションを提供するダイアログ・ボックスが表示されます。保存していない作業がある場合は、JDeveloperを再起動する前に「いいえ」をクリックします。




または、Oracle JDeveloper拡張機能をOTNから手動でダウンロードしてインストールすることもできます。次の手順を実行します。

	
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/@otn/documents/webcontent/131167.xmlにアクセスします。


	
Oracle JDeveloper拡張機能を選択します。JDeveloperの様々なバージョンに対応した、各拡張機能の様々なバージョンが存在する場合があるため、12c (12.1.3)に対応した拡張機能を選択するようにしてください。


	
指示に従ってzipファイルをダウンロードします。


	
拡張機能のアーカイブに追加のインストール指示があるかどうかを確認します。


	
「ヘルプ」メニューから「更新のチェック」を選択します。


	
ウィザードのステップ1で、「ローカル・ファイルからインストール」を選択して、ご使用のシステム上のZIPファイルの場所に移動します。


	
ウィザードを終了してOracle JDeveloperを再起動します。Oracle JDeveloperを再起動すると、拡張機能が使用可能になります。









3.5 Oracle WebLogic ServerとOracle JDeveloperの使用




	
注意:

この項は、Oracle JDeveloperのJava Editionには適用されません。







Oracle JDeveloper Studio 12c (12.1.3)をインストールすると、Oracle WebLogic Server (12.1.2)も自動的にインストールされます。Oracle JDeveloperではこの事前構成済インストールを、統合Oracle WebLogic ServerおよびJDeveloper管理対象サーバーとしてIDE内でのアプリケーションのテストおよびデバッグに使用します。Oracle JDeveloperをインストールした後、開発、テストおよびデバッグを開始する必要のあるすべてのアプリケーションがインストールおよび構成されます。

JDeveloperにおけるスタンドアロンOracle WebLogic Serverインスタンスの使用の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperユーザーズ・ガイド』の「アプリケーションのデプロイ」の章を参照してください。



3.5.1 統合Oracle WebLogic Serverの使用

Oracle JDeveloperには統合WebLogic Serverと呼ばれる統合アプリケーション・サーバーがバンドルされており、IntegratedWebLogicServerと呼ばれるデフォルト・インスタンスが定義されています。

すべてのアプリケーションは、デフォルトでIntegratedWebLogicServerにバインドされています。Oracle JDeveloperは、アプリケーションをテストするための統合WebLogic Serverライフサイクルを管理します。統合WebLogic Serverが初めて必要になったとき、Oracle JDeveloperによりDefaultDomainが作成され、管理ユーザー名およびパスワードを指定するように要求されます。デフォルト・ドメインの構成ファイルの場所は、Oracle JDeveloperシステム・ディレクトリにあるDefaultDomainディレクトリです。




	
注意:

インストール中に作成されるOracle WebLogic ServerドメインであるDefaultDomainは、IDE外での使用を目的としていません。ADFアプリケーションをスタンドアロンOracle WebLogic Serverにデプロイするには、ADFアプリケーションを実行するようにサーバーを構成する必要があります。
詳細は、『Oracle ADFアプリケーションの管理』のスタンドアロン・アプリケーション・サーバーのデプロイ準備に関する項を参照してください。









IntegratedWebLogicServerのDefaultDomainは、Java DBを使用します。IntegratedWebLogicServerがDefaultDomainを作成できなかった場合は、バックグラウンドで実行されている既存のJava DBまたはDerby Clientのインスタンスをすべて検索し、それらを停止する必要があります。








3.6 Oracle JDeveloperのアクセシビリティ情報の理解

この項には次のトピックが含まれます:

	
Oracle JDeveloperでのスクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeの使用


	
アクセシビリティ情報の参照






3.6.1 Oracle JDeveloperでのスクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeの使用

アクセシビリティ機能を最大限に活用できるように、少なくとも次の構成をお薦めします。

	
Windows XP、Windows Vista


	
Java J2SE 1.7.0_15


	
Java Access Bridge 2.0.1


	
JAWS 12.0.522


	
Microsoft Internet Explorer 7.0以上


	
Mozilla Firefox 3.5以上




スクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeを設定するには、次の手順を実行します。




	
注意:

	
これらの手順は、Windowsオペレーティング・システムのマシンに適用されます。


	
Windowsと互換性のあるスクリーン・リーダー使用する必要があります。












	
インストールされていない場合は、スクリーン・リーダーをインストールします。

インストールの詳細は、スクリーン・リーダーのドキュメントを参照してください。


	
Oracle JDeveloperをインストールします。

サイレント・インストールの実行の詳細は、第A.1項「Oracle JDeveloper Studioのサイレント・モードでのインストール」を参照してください。


	
Java Access Bridge for Windowsバージョン2.0.1をダウンロードします。ファイルの最新バージョンは、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136191.htmlから取得できます。

Java Access Bridgeの詳細は、Webサイトから取得可能なJava Access Bridgeのドキュメントを参照してください。


	
zipファイルの内容をaccessbridge_homeフォルダに抽出します。


	
accessbridge_home\installerフォルダからInstall.exeを実行してJava Access Bridgeをインストールします。

インストーラはまずJDKのバージョンの互換性を確認します。次に、「Available Java virtual machines」ダイアログが表示されます。


	
「Search Disks」をクリックします。次に、Program Filesディレクトリ(存在する場合)にOracle JDeveloperのビルドとJDKのバージョンが格納されているドライブのみを検索するようにカスタマイズします。

JDKまたはOracle JDeveloperのインスタンスが多数含まれているディスクの場合や、複数のディスクを検索する場合は、検索プロセスに時間がかかることがあります。ただし、ディスクの総当り検索が完了しないかぎり、Access Bridgeは最適に構成されず、システムのすべてのJava仮想マシンに正しくインストールされません。検索するディスクを選択して「Search」をクリックします。


	
「Install in All」をクリックして、Java Access Bridgeをダイアログに表示されている各Java仮想マシンにインストールすることを確認します。


	
「Installation Completed」メッセージが表示された時点で「OK」をクリックします。


	
Oracle JDeveloperで作業するには次のファイルがシステム・パスに指定されている必要があるため、Winnt\System32ディレクトリ(あるいはWindows XPまたはVistaの同等のディレクトリ)にインストールされていることを確認し、ない場合はaccessbridge_home\installerfilesからコピーします。


JavaAccessBridge.dll
JAWTAccessBridge.dll
WindowsAccessBridge.dll 


PATHシステム変数には、システム・ディレクトリが必要です。


	
次のファイルがJDEV_HOME\jdk\jre\lib\extディレクトリにインストールされていることを確認し、ない場合はaccessbridge_home\installerfilesからコピーします。


access-bridge.jar
jaccess-1_4.jar


	
ファイルaccessibility.propertiesがjdev_home\jdk\jre\libディレクトリにインストールされていることを確認し、ない場合は\installerfilesからコピーします。


	
スクリーン・リーダーを起動します。


	
フォルダJDEV_HOME\jdeveloper\jdev\binにあるファイルjdev.exeを実行してOracle JDeveloperを起動します。




エラー情報(存在する場合)を含むコンソール・ウィンドウがまず表示されます。Oracle JDeveloperの起動時には、「Oracle JDeveloper」ウィンドウが表示されます。表示されるエラーまたは警告のメッセージは、Oracle JDeveloperの機能には影響しません。






3.6.2 アクセシビリティ情報の参照

最新の構成情報や、アクセシビリティおよび障害支援技術への対応情報については、http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/faqs/index.htmにあるOracle Accessibility FAQを参照してください。『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperユーザーズ・ガイド』の「Oracle JDeveloperのアクセシビリティについての情報」の章も参照してください。








3.7 オラクル社のWebサイト

Oracleは、Web上に多数のリソースを提供しています。表3-1「オラクル社のWebサイト」に、役に立つサイトを示します。


表3-1 オラクル社のWebサイト

	説明	URL
	
Oracle JDeveloperホームページ

	
http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/overview/index.html


	
Oracle JDeveloperディスカッション・フォーラム

	
http://forums.oracle.com/forums/forum.jspa?forumID=83


	
オラクル社のサイト

	
http://www.oracle.com/


	
Oracle Technology Network

	
http://www.oracle.com/technetwork/index.html


	
Oracleアクセシビリティのサイト

	
http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html


















4 Oracle JDeveloperの削除


この章では、システムからOracle JDeveloper製品を削除する方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
削除前タスクの実行


	
Oracle JDeveloperの削除






4.1 削除前タスクの実行

Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントを削除する前に、すべてのOracle JDeveloperプロセスを停止する必要があります。

Oracle Fusion Middlewareの起動と停止の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。






4.2 Oracle JDeveloperの削除

この項では、Oracle JDeveloperコンポーネントの削除に関する情報と手順について説明します。Oracle JDeveloperのアンインストーラを実行すると、アンインストーラが起動されるOracleホーム(このガイドではJDEV_HOMEと呼びます)の下のすべてのファイルが削除されます。システム・コンポーネントが削除されるOracleホームを使用していないことを確認してください。

この項には次のトピックが含まれます:

	
アンインストーラの起動


	
手動によるアーティファクトの削除






4.2.1 アンインストーラの起動

Oracle JDeveloper Studioを削除する手順は、次のとおりです。

	
JDEV_HOMEの次の場所に移動します。

	
Windowsシステムの場合:


JDEV_HOME\oui\bin\


	
Linux、UNIXおよびMac OS Xシステムの場合:


JDEV_HOME/oui/bin/





	
次のコマンドを実行して、アンインストーラを起動します。

	
Windowsシステムの場合:


install.exe -deinstall


	
Linux、UNIXおよびMac OS Xシステムの場合:


./deinstall.sh












4.2.2 手動によるアーティファクトの削除

アンインストール時に警告画面で「いいえ」を選択した場合、JDEV_HOMEディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、JDEV_HOMEディレクトリが/home/Oracle/の場合、LinuxまたはUNIXオペレーティング・システムでは次のコマンドを実行してください。


cd /home/Oracle/
rm -rf JDEV_HOME


Windowsオペレーティング・システムで、JDEV_HOMEディレクトリがC:\Oracle\JDEV_HOMEの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\ディレクトリにナビゲートし、JDEV_HOMEフォルダを右クリックして「削除」を選択してください。

将来JDeveloperのクリーン再インストールを行う場合、前のインストールからのJDeveloperの設定を含むproduct.confファイルを見つけて削除することも必要になります。

ユーザー・ホーム・ディレクトリを再定義していない場合、product.confの場所は%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\system12.1.3.xx.xx.xx (Windows)および$HOME/.jdeveloper/12.1.3.0.0/ (Linux)になります。














A Oracle JDeveloperのサイレント・インストールとサイレント・アンインストール


サイレント・モードのインストールとアンインストールとは、インストールまたはアンインストールの構成を1回のみ設定して、インストールまたはアンインストールのプロセス中に構成オプションが表示されないようにする方法です。サイレント・モードでのインストール中、インストール・プログラムはインストール開始前に作成したファイルから設定を読み取ります。

この付録では、Oracle JDeveloperのサイレント・インストールおよびサイレント・アンインストールの実行方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
Oracle JDeveloper Studioのサイレント・モードでのインストール


	
Oracle JDeveloperのサイレント・モードでのアンインストール






A.1 Oracle JDeveloper Studioのサイレント・モードでのインストール

詳細は、『Oracle Universal Installerによるインストール』のOracle Universal Installerのサイレント・モードでの実行に関する項を参照してください。






A.2 Oracle JDeveloperのサイレント・モードでのアンインストール

Oracle JDeveloperをサイレント・モードでアンインストールする方法の詳細は、『Oracle Universal Installerによるインストール』のサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。
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